
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：2023 年 7 月 21 日（金） 15 時～16 時 

会 場：横浜市青少年育成センター 第二研修室（関内ホール地下二階）

参 加 Zoom 参加併用 ハイブリット形式 

公 開 防 災 ま ち づ く り 講 演 会 

 ≪ プロフィール≫ 

中丸小学校地域防災拠点運営

委員会 事務局長 

神奈川区民協議会 運営委員 

部会長 

片倉町大丸町内会 代表世話人 

 

主催 「防災塾・だるま」 HP http://darumajin.sakura.ne.jp 

対象 本会会員・一般 受講料無料 

参加方法 会員 現地または Zoom参加（会員 ML で設定を配信） 

     会員以外の方の申込は下記のリンクから、会場参加・リモート

の選択をしてください。折り返し Zoom 設定の案内をお送り

します。 

（資料の内容は、HPでほぼ参照できます） 

会場アクセス 

 

編集 田中喜世美 

 ９月１７（日）１８日（月祝）ぼうさいこくたい２０２３in神奈川 場所：横浜国立大学会は両日 オリジナルセッション運営 

第１93 回「防災まちづくり談義の会」日時 10 月 20（金）午後 3 時～4 時 00 分 横浜震災遺構 まち歩き 場所：関内方面    

申込フォーム 

 

 

講演要旨  

今年は関東大震災から 100 年！！  

災害は待ったなし！あなたの明日は・・・？ 

大震災発生時に「みんな」で助け会うことは大切です。 

1995 年に起きた阪神・淡路大震災の救助の主体と救出者数を見る

と 77.4％が近所の住民等によって救助されています。 

隣人同士や向こう 3 軒両隣などの目の届く範囲の結びつきが大切

ですから、普段から準備して「みんな」で助け合う仕組みを考えて

みました。 

それが「おとなり場システム」です。事前準備として「在宅避難」

を想定して自助、共助を強化する。 

「おとなり場」班単位で[安否確認訓練]を行う。 

初期消火・救助・応急手当・避難誘導等を要援護者（高齢者・幼児・

障害者）に行える仕組みを作る。 

 

現地会場参加＋オンライン参加 併用 （会員以外の方は要申込 下記参照） 

みなとみらい線 

馬車道下車徒歩 5 分 

JR根岸線 関内下車徒歩 17分ああ 

市営地下鉄 

ブルーライン 

馬車道 下車 

徒歩 5 分 

講師：松島 宗 氏 

 

      
 

１ 定例会         １３：３０〜１４：４５ 

２「防災まちづくり談義の会」１５：００〜１６：００ 

3 防災サロン        １６：００～１７：００ 

  新会員ミニ発表   長本吏央氏（高校３年生） 

 「2019 年台風 19 号による 被害対策とその後の経過」 

  本日の感想・意見交換等 

 

「防災塾・だるま」第１９2 回 防災まちづくり談義の会  

申込みフォーム（会員以外の方の申込み） docs.google.com 

 

http://darumajin.sakura.ne.jp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfnOCAyBTA-apZM2aaB0Y5d6UjI1PDTEinp2iOkFpl3Kep2Yw/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfnOCAyBTA-apZM2aaB0Y5d6UjI1PDTEinp2iOkFpl3Kep2Yw/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfnOCAyBTA-apZM2aaB0Y5d6UjI1PDTEinp2iOkFpl3Kep2Yw/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0

